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◆木村圭吾は、やんちゃな幼少期を京都・東山の山野や古寺・神社の境内で過ごした。友人たちと

毎日、暗くなるまで遊ぶスポーツ好きの活動的な少年だった。 
 

◆あるとき美術の授業で写生会に出かけたときも、級友たちと遊びほうけてしまい、終了の時間が

近づいていた。さらに運悪く、自分たちが掘った一種の落とし穴に圭吾は誤って落ち、軽い脳震とう

を起こした。ほどなく意識の戻った少年は、暗い穴倉から樹木の黒い枝と青空と白雲を見た。角度

を大きく変えて渦を巻く、揺れる光の異景だったといってもいい。その目くるめく天景に対して少年

は瞬時に反応し、100メートルを全速力で駆け抜けるが如く、終了までの時間内に一気呵成に絵を

描き切ったのだった。 
 

◆このときの絵が美術教師の目に留まり学校の代表となった。さらに京都市の展覧会でも、その

殴り描きの如き作品は高い評価を受けた。時間を十分にかけることが良い画を描く最善の方法と

はかぎらない。心を打つ光景との電撃的な出会いこそが、感動の高鳴りを描き切る瞬発力の源泉

だ。少年は美の極意を偶然に体感して、絵が大好きになった。 
 

◆私はこのときのエピソードを時々思い出す。そして圭吾芸術の独自性は、ここから始まっている

と確認する。圭吾には、その荒削りの才能を掬い上げてくれる名伯楽がいて、美術科のある名門

日吉ヶ丘高校に進学することになる。   
 

◆鉄は熱いうちに打て。若い才能の発心が後世の大成に深く関与している。木村圭吾の場合もそ

うだ。圭吾芸術の源は、森羅万象をつかさどる運動エネルギーを感動の原点としていることだろう。

先端科学と昇龍（気流）の思想が芸術の中核である。生気を孕む地球エネルギーと深く連動し共

振する。さくらの美も、滝も、古城も、ふくろうも同様である。 
 

◆京都で生まれ育った画人は、いま静岡県の駿河平、日本の象徴ともいうべき秀麗な富士山のふ

もとで画作に励む。フランスのカンヌ展を成功させた画人は、日本画の国際化にも熱心で、日本画

は国際社会で揉まれなければだめだと考えてきた。だからたった一人の芸術運動を引っ下げて京

都から東京に出てきたのであった。 
 
 
 

◆いまなぜ古巣の京都で展覧会をするのか？ 人との新たな出会いがあり、未来の予感があるか

らだろう。今回のテーマのひとつは「起源」である。人類の起源、宇宙の起源、日本美の起源、絵画

の起源だ。画人は自らのルーツに思いを馳せながら、未来と過去をビビッドに繋ぐだろう。それは

若い人たちへの期待であり、自らの体験に即した<京都再生>への一石でもあるはずである。 
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